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ちなみに、東北で一番早く測候所が設置されたのは宮城県です。ただし、設置場所は仙台では

なく、現在の東松島市にある野蒜
のびる

でした。野蒜は鳴瀬川河口に位置し、東日本大震災で大きな被

害を受けた地区です。明治 10 年代、ここに北日本随一の大港湾「野蒜港」を築港する計画が立

てられ、それに伴い当初は仙台に予定されていた測候所設置場所が変更されたのです。そして、

明治 14年 4月 1日に東北地方最初の測候所が設置され、同年 7月 1日から業務が開始されまし

た。しかし、この築港計画は頓挫し、野蒜に設けられた測候所は明治 20 年に石巻に移転となり

ました。 

 

※今回のトリビアは『青森県の気象百年』（昭和 61年 青森地方気象台発行）、気象庁ホームペー

ジ等を参考にしました。 

 
 

佃にあった青森気象台 

（昭和 35年版「市政要覧」） 

青森測候所佃出張所 

（昭和 23年「青森市鳥瞰図」） 

油川にあった青森測候所 

（昭和 23年「青森市鳥瞰図」） 


